
  

平成２６年度事業報告 

 

平成２６年度のポートセールス活動として，国内ポートセミナーや海外ポートセールス

を行うとともに，県内外の荷主，船社を訪問し，県東部港湾の利用促進活動を展開した。 

具体的な活動内容としては，次のとおりである。 

 

１ 福山港のセールス活動 

(1) 国内ポートセミナー（福山港セミナー）の開催 

福山市内において，荷主企業や船社等を対象にセミナーを開催し，参加者（１００名）

に対して，日本の港湾政策の在り方，それを踏まえた福山港の役割と展望等を説明すると

ともに，福山港の更なる利用を働きかけた。 

 

◇ 福山港セミナー    

 ≪実施日≫ 平成２６年１１月１１日（火） 

 ≪場 所≫ 福山ニューキャスルホテル（福山市三之丸町８－１６） 

 ≪内 容≫ 

○講 演  

（講師）国土交通省中国地方整備局 副局長 丸山隆英 様 

（演題）「これからの港湾政策について」 

○広島県からの紹介 

「福山港ご利用への提案について」 

（説明者）広島県土木局 空港港湾部長 西尾保之 

   ○既存航路を活用した物流ルートの提案について 

    （説明者）神原ロジスティックス(株)物流営業部営業課    吉岡 明美 様 

備後通運(株)福山国際輸送支店国際営業課  課長 田邉 昭二 様 

福山通運(株)福山港流通センター国際貨物課 主任 下居 将和 様 

         (株)上組箕沖支店総務課          課長 松本 壮一 様 

  ≪参加者≫ 荷主企業，船社，港湾関連事業者等 １００人 

 

(2) 海外ポートセールスの実施 

○ 船社との関係強化による既存航路の維持・拡充及び新規航路誘致を図るため，  

中国，韓国，台湾の各船社を訪問し，意見交換を行うとともに，増便や航路延伸の

要請等を行った。 

○ 広島銀行と平成２２年度に締結した「ポートセールスに係る業務協定」を活用し，

上海，バンコクの荷主企業等に対し，福山港のＰＲ及び利用の働きかけを行った。 

 

○ 海外ポートセールス実施状況 

① 上海（中国） 

≪訪問先等≫ ２社及び「ひろぎん上海広友会」参加 

  ≪期 間≫ 平成２６年６月１６日（月）～１８日（水） 

  ≪訪問者≫ 広島県港湾振興課ポートセールス担当監ほか１名 

≪内 容≫ 現地船社への個別訪問と「ひろぎん上海広友会」への参加による荷主

企業等に対するＰＲ（意見交換会 参加者２００名） 

      中国航路の維持・拡充に係る関係強化に向け，意見交換等を行った。 



  

 

② バンコク（タイ）及び台北（台湾） 

≪訪問先等≫ ４社及び「ひろぎんバンコック広友会」参加 

  ≪期 間≫ 平成２６年１１月１９日（水）～２２日（土） 

  ≪訪問者≫ 福山市長，福山市議会議員，広島県空港港湾部長ほか１０名 

≪内 容≫ 現地企業への個別訪問と「ひろぎんバンコック広友会」への参加に  

よる荷主企業等に対するＰＲ（意見交換会 参加者２３０名） 

      台湾航路の維持・拡充に係る関係強化に向け，意見交換等を行った。 

 

③ ソウル（韓国） 

≪訪問先等≫ ５社 

  ≪期 間≫ 平成２７年３月１２日（木）～１３日（金） 

  ≪訪問者≫ 広島県空港港湾部長ほか５名 

  ≪内 容≫ 韓国航路の維持・拡充に係る関係強化に向け，意見交換等を行った。 

 

④ 台北（台湾） 

≪訪問先等≫ ４社 

  ≪期 間≫ 平成２７年３月２６日（木）～２７日（金） 

  ≪訪問者≫ 広島県空港港湾部長ほか５名 

  ≪内 容≫ 台湾航路の維持・拡充に係る関係強化に向け，意見交換等を行った。 

 

(3) 国内ポートセールスの実施 

○ 広島港振興協会と連携し，県内外の荷主企業を中心に個別訪問し（訪問数 104社），

各荷主業者の物流状況の聞取調査を行うとともに，「輸出コンテナ貨物福山港利用

促進事業補助制度」の紹介などにより，福山港利用の働きかけを行った。 

○ 船社を訪問し，航路サービスの拡充に向け，福山港の貨物情報を提供するなど，

積極的なセールスを行った。 

 

２ 広報宣伝活動 

(1) ホームページによる情報提供 

○ 当協会ホームページの公開を通じ，協会のＰＲや福山港及び尾道糸崎港の紹介を 

行った。 

○ 港湾施設等の情報に加えて，平成２５年度に創設した「輸出コンテナ貨物福山港利

用促進事業」に係る情報を掲載したほか，福山港定期航路表など掲載情報を適宜更新

し，情報提供を行った。 

ＨＰアドレス： http//www.hiroshima-minato.jp/  

 

(2) 報道機関への資料提供 

① 海外・国内定期航路情報 

② 当協会主催事業情報  など 

 

(3) 福山港 PR パンフレット（Port of Fukuyama）の更新 

 

 



  

３ 各港部会の活動への支援 

 それぞれの港の特性に応じた港湾振興を促進するため，各港部会において様々な活動を

行った。 

主な活動は，次のとおり。 

○ 福山港見学会（福山港部会） 

  ・開催日 平成２６年１１月２日（日） 

  ・場 所 福山港 

  ・参加者 参加者１９８名(第１便９３名，第２便１０５名) 

・内 容 フェリーに乗船し，船上から福山港国際コンテナターミナル，停泊中の帆船

「日本丸」を視察しながら福山港内を１時間クルージング。 

 

○ タイポートセールスミッション（福山港部会） 

・開催日 平成２６年１１月１９日（水）～２２日（土） 

・場 所 タイ・バンコク 

・参加者 １１名 

 

○ 中国港湾視察（松永港部会） 

・開催日 平成２６年１１月６日（木）～８日（土） 

・場 所 中国（昆山・常熟・太倉） 

・参加者 ８名 

  

 ○ 中国港湾視察報告会（松永港部会） 

・開催日 平成２６年１１月２０日（木） 

・場 所 鳴海 

・参加者 １１名 

 

  ○「おのみち海の駅（ビジター桟橋）」の積極的な活用（尾道港部会） 

ビジター桟橋の「利用促進や賑わいの創出」のため，「おのみち海の駅活性化委員会」

により様々な事業を展開した。利用実績も上昇傾向。 

 

 ○ みなとオアシス尾道（ONOMICHI U2）の活用策の調査・研究（尾道港部会） 

   平成２６年３月に供用開始した「ONOMICHI U2」をはじめ，尾道港周辺における官民一

体の賑わい創出を実施。 

   

○ 海の日記念協賛行事「リフレッシュ瀬戸内」の開催（三原港部会） 

 《当日の悪天候により中止》 

・開催日 平成２６年７月１３日（日）（予定日） 

・場 所 鷺浦町向田野浦 須ノ上海水浴場 

・参加者 ２５０人（予定者） 

・内 容 海岸の清掃を実施 

 

 

４ 福山港利用促進事業（特別会計）の実施 

○ 福山港を利用して輸出するコンテナ貨物を一定量以上増加させた事業者に対し，実績

に応じて補助金を交付した。 

  ≪交付内容≫       平成２６年度    （平成２５年度） 

   ・利用企業数          １０社       （８社） 

   ・増加コンテナ貨物量   ４８４ＴＥＵ （１，９４４ＴＥＵ） 

   ・交付額        ２，４２０千円  （５，６８０千円） 


